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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年11月5日(2020.11.5)

【公表番号】特表2018-515628(P2018-515628A)
【公表日】平成30年6月14日(2018.6.14)
【年通号数】公開・登録公報2018-022
【出願番号】特願2017-537266(P2017-537266)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｂ   3/14     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/64     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｂ    3/14     ＣＳＰ　
   Ｇ０１Ｎ   21/64     　　　Ｆ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年9月17日(2020.9.17)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７９】
　「任意の（ｏｐｔｉｏｎａｌ）」または「必要に応じて（ｏｐｔｉｏｎａｌｌｙ）」と
は、その後に記載される事象または状況が起こっても起こらなくてもよいこと、ならびに
その記載が上記事象または状況が起こる場合およびそれが起こらない場合を含むことを意
味する。例えば、「必要に応じて置換されたアルキル」とは、そのアルキル基が置換され
ていてもされていなくてもよいこと、ならびにその記載が、置換されたアルキル基および
置換を有しないアルキル基の両方を含むことを意味する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９１】
　いくつかの他の実施形態において、上記化合物は、以下の構造（Ｉ）：

【化４】

またはその立体異性体、互変異性体もしくは塩を有し、ここで：
　Ｍは、各存在において、独立して、２個もしくはこれより多くの炭素－炭素二重結合お
よび少なくとも１の共役度を含む部分であり；
　Ｌ1、Ｌ2およびＬ3は、各存在において、独立して、任意のアルキレン、アルケニレン
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、アルキニレン、ヘテロアルキレン、ヘテロアルケニレン、ヘテロアルキニレンまたはヘ
テロ原子リンカーであり；
　Ｌ4は、各存在において、独立して、アルキレン、アルケニレン、アルキニレン、ヘテ
ロアルキレン、ヘテロアルケニレンまたはヘテロアルキニレンリンカーであり；
　Ｒ1は、各存在において、独立して、Ｈ、アルキルまたはアルコキシであり；
　Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、Ｈ、ＯＨ、ＳＨ、アルキル、アルコキシ、アルキルエ
ーテル、－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒc、Ｑ、Ｑへの共有結合を含むリンカー、分析物分子
への共有結合を含むリンカー、固体支持体への共有結合を含むリンカーまたは構造（Ｉ）
のさらなる化合物への共有結合を含むリンカーであり、ここで：Ｒaは、ＯまたはＳであ
り；Ｒbは、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり；Ｒcは、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-

、Ｓ-、ＯＲd、ＳＲd、アルキル、アルコキシ、アルキルエーテル、アルコキシアルキル
エーテル、ホスフェート、チオホスフェート、ホスホアルキル、チオホスホアルキル、ホ
スホアルキルエーテルまたはチオホスホアルキルエーテルであり；
　Ｒ4は、各存在において、独立して、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり
；
　Ｒ5は、各存在において、独立して、オキソ、チオキソまたは非存在であり；
　Ｑは、各存在において、独立して、分析物分子、固体支持体または相補的反応性基Ｑ′
と共有結合を形成し得る反応性基を含む部分であり；
　Ｒdは、カチオンであり；
　ｍは、各存在において、独立して、０またはこれより大きな整数であるが、ただしｍの
うちの少なくとも１個の存在は、３またはこれより大きな整数であり；そして
　ｎは、１またはこれより大きな整数である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９３】
　いくつかの実施形態において、Ｌ1、Ｌ2およびＬ3は、各存在において、独立して、任
意のアルキレンまたはヘテロアルキレンリンカーである。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９４】
　構造（Ｉ）の化合物のいくつかの他の実施形態において：
　Ｍは、各存在において、独立して、２個もしくはこれより多くの炭素－炭素二重結合お
よび少なくとも１の共役度を含む部分であり；
　Ｌ1、Ｌ2およびＬ3は、各存在において、独立して、任意のアルキレンまたはヘテロア
ルキレンリンカーであり；
　Ｌ4は、各存在において、独立して、長さが２０原子までのアルキレン、アルケニレン
、アルキニレン、ヘテロアルキレン、ヘテロアルケニレンまたはヘテロアルキニレンリン
カーであり；
　Ｒ1は、各存在において、独立して、Ｈ、アルキルまたはアルコキシであり；
　Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、Ｈ、ＯＨ、－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒc、Ｑ、Ｑへの
共有結合を含むリンカー、分析物分子への共有結合を含むリンカーまたは固体支持体への
共有結合を含むリンカーであり、ここで：Ｒaは、ＯまたはＳであり；Ｒbは、ＯＨ、ＳＨ
、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり；Ｒcは、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲd、ＳＲd、
ホスフェート、チオホスフェート、ホスホアルキル、チオホスホアルキル、ホスホアルキ
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ルエーテルまたはチオホスホアルキルエーテルであり；
　Ｒ4は、各存在において、独立して、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり
；
　Ｒ5は、各存在において、独立して、オキソ、チオキソまたは非存在であり；
　Ｑは、分析物分子または固体支持体と結合し得る部分であり；
　Ｒdは、カチオンであり；
　ｍは、各存在において、独立して、０またはこれより大きな整数であるが、ただしｍの
うちの少なくとも１個の存在は、３またはこれより大きな整数であり；そして
　ｎは、１またはこれより大きな整数である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２２５】
　前述から、本発明の具体的実施形態が例証目的のために本明細書で記載されてきたもの
の、本発明の趣旨および範囲から逸脱することなく、種々の改変がなされ得ることは認識
される。よって、本発明は、添付の特許請求の範囲による場合を除いて限定されない。
　本発明の好ましい態様は、下記の通りである。
〔１〕以下の構造（Ｉ）：

を有する化合物、またはその立体異性体、塩もしくは互変異性体であって、ここで：
　Ｍは、各存在において、独立して、２個もしくはこれより多くの炭素－炭素二重結合お
よび少なくとも１の共役度を含む部分であり；
　Ｌ1、Ｌ2およびＬ3は、各存在において、独立して、任意のアルキレン、アルケニレン
、アルキニレン、ヘテロアルキレン、ヘテロアルケニレン、ヘテロアルキニレンまたはヘ
テロ原子リンカーであり；
　Ｌ4は、各存在において、独立して、アルキレン、アルケニレン、アルキニレン、ヘテ
ロアルキレン、ヘテロアルケニレンまたはヘテロアルキニレンリンカーであり；
　Ｒ1は、各存在において、独立して、Ｈ、アルキルまたはアルコキシであり；
　Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、Ｈ、ＯＨ、ＳＨ、アルキル、アルコキシ、アルキルエ
ーテル、－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒc、Ｑ、Ｑへの共有結合を含むリンカー、分析物分子
への共有結合を含むリンカー、固体支持体への共有結合を含むリンカーまたは構造（Ｉ）
のさらなる化合物への共有結合を含むリンカーであり、ここで：Ｒaは、ＯまたはＳであ
り；Ｒbは、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり；Ｒcは、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-

、Ｓ-、ＯＲd、ＳＲd、アルキル、アルコキシ、アルキルエーテル、アルコキシアルキル
エーテル、ホスフェート、チオホスフェート、ホスホアルキル、チオホスホアルキル、ホ
スホアルキルエーテルまたはチオホスホアルキルエーテルであり；
　Ｒ4は、各存在において、独立して、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり
；
　Ｒ5は、各存在において、独立して、オキソ、チオキソまたは非存在であり；
　Ｑは、各存在において、独立して、分析物分子、固体支持体または相補的反応性基Ｑ′
との共有結合を形成できる反応性基を含む部分であり；
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　Ｒdは、カチオンであり；
　ｍは、各存在において、独立して、０またはこれより大きな整数であるが、ただしｍの
少なくとも１個の存在は、３またはこれより大きな整数であり；そして
　ｎは、１またはこれより大きな整数である、
化合物、またはその立体異性体、塩もしくは互変異性体。
〔２〕前記化合物は、以下の構造（ＩＡ）：

を有し、ここでｘ1、ｘ2およびｘ3は、各存在において、独立して、０～６の整数である
、前記〔１〕に記載の化合物。
〔３〕Ｌ4は、各存在において、独立して、Ｃ1－Ｃ6アルキレンまたはＣ2－Ｃ6アルキニ
レンである、前記〔１〕～〔２〕のいずれか１項に記載の化合物。
〔４〕前記化合物は、以下の構造（ＩＢ）：

を有し、ここで：
　ｘ1、ｘ2およびｘ3は、各存在において、独立して、０～６の整数であり；そして
　ｙは、１～６の整数である、前記〔１〕～〔３〕のいずれか１項に記載の化合物。
〔５〕ｙは、２である、前記〔４〕に記載の化合物。
〔６〕ｘ1、ｘ2およびｘ3は、各存在において各々１である、前記〔２〕～〔５〕のいず
れか１項に記載の化合物。
〔７〕ｘ2は、０であり、ｘ3は、各存在において１である、前記〔２〕～〔５〕のいずれ
か１項に記載の化合物。
〔８〕Ｒ4は、各存在において、独立して、ＯＨ、Ｏ-またはＯＲdである、前記〔１〕～
〔７〕のいずれか１項に記載の化合物。
〔９〕Ｒ5は、各存在において、オキソである、前記〔１〕～〔８〕のいずれか１項に記
載の化合物。
〔１０〕前記化合物は、以下の構造（ＩＢ′）または（ＩＢ′′）：
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のうちの一方を有する、前記〔１〕～〔９〕のいずれか１項に記載の化合物。
〔１１〕Ｒ1は、Ｈである、前記〔１〕～〔１０〕のいずれか１項に記載の化合物。
〔１２〕Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、ＯＨまたは－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcである
、前記〔１〕～〔１１〕のいずれか１項に記載の化合物。
〔１３〕Ｒ2またはＲ3のうちの一方は、ＯＨまたは－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcであり、
Ｒ2またはＲ3のうちの他方は、ＱまたはＱへの共有結合を含むリンカーである、前記〔１
〕～〔１２〕のいずれか１項に記載の化合物。
〔１４〕Ｑは、求核性反応性基、求電子性反応性基または環化付加反応性基を含む、前記
〔１〕～〔１３〕のいずれか１項に記載の化合物。
〔１５〕Ｑは、スルフヒドリル、ジスルフィド、活性化エステル、イソチオシアネート、
アジド、アルキン、アルケン、ジエン、ジエノフィル、酸ハライド、スルホニルハライド
、ホスフィン、α－ハロアミド、ビオチン、アミノまたはマレイミド官能基を含む、前記
〔１４〕に記載の化合物。
〔１６〕前記活性化エステルは、Ｎ－スクシンイミドエステル、イミドエステルまたはポ
リフルオロフェニルエステルである、前記〔１５〕に記載の化合物。
〔１７〕前記アルキンは、アルキルアジドまたはアシルアジドである、前記〔１５〕に記
載の化合物。
〔１８〕Ｑは、表１から選択される部分を含む、前記〔１〕～〔１７〕のいずれか１項に
記載の化合物。
〔１９〕Ｒ2またはＲ3のうちの一方は、ＯＨまたは－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcであり、
Ｒ2またはＲ3のうちの他方は、分析物分子への共有結合を含むリンカーまたは固体支持体
への共有結合を含むリンカーである、前記〔１〕～〔１２〕のいずれか１項に記載の化合
物。
〔２０〕前記分析物分子は、核酸、アミノ酸またはこれらのポリマーである、前記〔１９
〕に記載の化合物。
〔２１〕前記分析物分子は、酵素、レセプター、レセプターリガンド、抗体、糖タンパク
質、アプタマーまたはプリオンである、前記〔１９〕～〔２０〕のいずれか１項に記載の
化合物。
〔２２〕前記固体支持体は、ポリマービーズまたは非ポリマービーズである、前記〔１９
〕に記載の化合物。
〔２３〕ｍは、各存在において、独立して、３～１０の整数である、前記〔１〕～〔２２
〕のいずれか１項に記載の化合物。
〔２４〕ｍは、各存在において、独立して、７～９の整数である、前記〔１〕～〔２３〕
のいずれか１項に記載の化合物。
〔２５〕ｎは、１～１００の整数である、前記〔１〕～〔２４〕のいずれか１項に記載の
化合物。
〔２６〕ｎは、１～１０の整数である、前記〔１〕～〔２５〕のいずれか１項に記載の化
合物。
〔２７〕Ｍは、各存在において、独立して、４個もしくはこれより多くのアリールもしく
はヘテロアリール環、またはこれらの組み合わせを含む部分である、前記〔１〕～〔２６
〕のいずれか１項に記載の化合物。
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〔２８〕Ｍは、各存在において、独立して、蛍光性または有色である、前記〔１〕～〔２
７〕のいずれか１項に記載の化合物。
〔２９〕Ｍは、蛍光性である、前記〔２８〕に記載の化合物。
〔３０〕Ｍは、各存在において、独立して、少なくとも４個の縮合環を含む縮合多環式ア
リール部分を含む、前記〔１〕～〔２９〕のいずれか１項に記載の化合物。
〔３１〕Ｍは、各存在において、独立して、ジメチルアミノスチルベン、キナクリドン、
フルオロフェニル－ジメチル－ＢＯＤＩＰＹ、ｈｉｓ－フルオロフェニル－ＢＯＤＩＰＹ
、アクリジン、テリレン、セキシフェニル、ポルフィリン、ベンゾピレン、（フルオロフ
ェニル－ジメチル－ジフルオロボラ－ジアザ－インダセン）フェニル、（ビス－フルオロ
フェニル－ジフルオロボラ－ジアザ－インダセン）フェニル、クアテルフェニル、ビ－ベ
ンゾチアゾール、ター－ベンゾチアゾール、ビ－ナフチル、ビ－アントラシル、スクアラ
イン、スクアリリウム、９，１０－エチニルアントラセンまたはター－ナフチル部分であ
る、前記〔１〕～〔３０〕のいずれか１項に記載の化合物。
〔３２〕Ｍは、各存在において、独立して、ｐ－ターフェニル、ペリレン、アゾベンゼン
、フェナジン、フェナントロリン、アクリジン、チオキサントレン、クリセン、ルブレン
、コロネン、シアニン、ペリレンイミド、もしくはペリレンアミドまたはその誘導体であ
る、前記〔１〕～〔３１〕のいずれか１項に記載の化合物。
〔３３〕Ｍは、各存在において、独立して、クマリン染料、レゾルフィン染料、ジピロメ
テンボロンジフルオリド染料、ルテニウムビピリジル染料、エネルギー移動染料、チアゾ
ールオレンジ染料、ポリメチンまたはＮ－アリール－１，８－ナフタルイミド染料である
、前記〔１〕～〔３２〕のいずれか１項に記載の化合物。
〔３４〕Ｍは、各存在において、独立して、ピレン、ペリレン、ペリレンモノイミドもし
くは６－ＦＡＭまたはその誘導体である、前記〔１〕～〔３３〕のいずれか１項に記載の
化合物。
〔３５〕Ｍは、各存在において、独立して、以下の構造：

のうちの１つを有する、前記〔１〕～〔２６〕のいずれか１項に記載の化合物。
〔３６〕表２から選択される化合物。
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〔３７〕サンプルを染色するための方法であって、該方法は、該サンプルに、前記〔１〕
～〔３６〕のいずれか１項に記載の化合物を、該サンプルが適切な波長で照射される場合
に光学的応答を生じるために十分な量で添加する工程を包含する方法。
〔３８〕前記光学的応答は、蛍光応答である、前記〔３７〕に記載の方法。
〔３９〕前記サンプルは、細胞を含む、前記〔３７〕～〔３８〕のいずれか１項に記載の
方法。
〔４０〕前記細胞をフローサイトメトリーによって観察する工程をさらに包含する、前記
〔３９〕に記載の方法。
〔４１〕前記蛍光応答を、検出可能に異なる光学的特性を有する第２の発蛍光団の蛍光応
答から区別する工程をさらに包含する、前記〔３８〕に記載の方法。
〔４２〕分析物分子を視覚的に検出するための方法であって、該方法は、
　（ａ）Ｒ2またはＲ3は、該分析物分子への共有結合を含むリンカーである前記〔１〕の
いずれかの化合物を提供する工程；および
　（ｂ）該化合物をその視覚的特性によって検出する工程、
を包含する方法。
〔４３〕分析物分子を視覚的に検出するための方法であって、該方法は、
　（ａ）Ｒ2またはＲ3は、ＱまたはＱへの共有結合を含むリンカーである前記〔１〕に記
載の化合物と、該分析物分子とを混合する工程；
　（ｂ）該化合物および該分析物分子の結合体を形成する工程；ならびに
　（ｃ）該共役をその視覚的特性によって検出する工程、
を包含する方法。
〔４４〕前記〔１〕～〔３６〕のいずれか１項に記載の化合物および１もしくはこれより
多くの分析物分子を含む、組成物。
〔４５〕前記１もしくはこれより多くの分析物分子の検出のための分析方法における前記
〔４４〕に記載の組成物の使用。
〔４６〕サンプル中の死細胞の存在を決定するための方法であって、該方法は、該サンプ
ルと前記〔１〕～〔３６〕のいずれか１項に記載の化合物とを接触させ、それによって、
該化合物と該死細胞とを結合または会合させる工程、および該死細胞と結合または会合し
た該化合物からの蛍光シグナルを観察する工程、を包含する方法。
〔４７〕前記死細胞と結合または会合した前記化合物を観察するために、フローサイトメ
トリーの使用をさらに包含する、前記〔４６〕に記載の方法。
〔４８〕Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、ＯＨまたは－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcである
、前記〔４６〕または〔４７〕のいずれか１項に記載の方法。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
以下の構造（Ｉ）：

を有する水溶性化合物、またはその立体異性体、塩もしくは互変異性体であって、ここで
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：
　Ｍは、各存在において、独立して、２個もしくはこれより多くの炭素－炭素二重結合お
よび少なくとも１の共役度を含む蛍光性または有色部分であり；
　Ｌ1、Ｌ2およびＬ3は、各存在において、独立して、任意のアルキレン、アルケニレン
、アルキニレン、ヘテロアルキレン、ヘテロアルケニレン、ヘテロアルキニレンまたはヘ
テロ原子リンカーであり；
　Ｌ4は、各存在において、独立して、アルキレン、アルケニレン、アルキニレン、ヘテ
ロアルキレン、ヘテロアルケニレンまたはヘテロアルキニレンリンカーであり；
　Ｒ1は、各存在において、独立して、Ｈ、アルキルまたはアルコキシであり；
　Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、Ｈ、ＯＨ、ＳＨ、アルキル、アルコキシ、アルキルエ
ーテル、－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒc、Ｑ、Ｑへの共有結合を含むリンカー、分析物分子
への共有結合を含むリンカー、固体支持体への共有結合を含むリンカーまたは構造（Ｉ）
のさらなる化合物への共有結合を含むリンカーであり、ここで：Ｒaは、ＯまたはＳであ
り；Ｒbは、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり；Ｒcは、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-

、Ｓ-、ＯＲd、ＳＲd、アルキル、アルコキシ、アルキルエーテル、アルコキシアルキル
エーテル、ホスフェート、チオホスフェート、ホスホアルキル、チオホスホアルキル、ホ
スホアルキルエーテルまたはチオホスホアルキルエーテルであり；
　Ｒ4は、各存在において、独立して、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり
；
　Ｒ5は、各存在において、独立して、オキソ、チオキソまたは非存在であり；
　Ｑは、各存在において、独立して、分析物分子、固体支持体または相補的反応性基Ｑ′
との共有結合を形成できる反応性基を含む部分であり；
　Ｒdは、カチオンであり；
　ｍは、各存在において、独立して、０またはこれより大きな整数であるが、ただしｍの
少なくとも１個の存在は、３またはこれより大きな整数であり；そして
　ｎは、１またはこれより大きな整数である、
化合物、またはその立体異性体、塩もしくは互変異性体。
【請求項２】
前記化合物は、以下の構造（ＩＡ）：

を有し、ここでｘ1、ｘ2およびｘ3は、各存在において、独立して、０～６の整数である
、請求項１に記載の水溶性化合物。
【請求項３】
Ｌ4は、各存在において、独立して、Ｃ1－Ｃ6アルキレンまたはＣ2－Ｃ6アルキニレンで
ある、請求項１～２のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項４】
前記化合物は、以下の構造（ＩＢ）：
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を有し、ここで：
　ｘ1、ｘ2およびｘ3は、各存在において、独立して、０～６の整数であり；そして
　ｙは、１～６の整数である、請求項１～３のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項５】
ｙは、２である、請求項４に記載の水溶性化合物。
【請求項６】
ｘ1、ｘ2およびｘ3は、各存在において各々１である、請求項２～５のいずれか１項に記
載の水溶性化合物。
【請求項７】
ｘ2は、０であり、ｘ3は、各存在において１である、請求項２～５のいずれか１項に記載
の水溶性化合物。
【請求項８】
Ｒ4は、各存在において、独立して、ＯＨ、Ｏ-またはＯＲdである、請求項１～７のいず
れか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項９】
Ｒ5は、各存在において、オキソである、請求項１～８のいずれか１項に記載の水溶性化
合物。
【請求項１０】
前記化合物は、以下の構造（ＩＢ′）または（ＩＢ′′）：

のうちの一方を有する、請求項１～９のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項１１】
Ｒ1は、Ｈである、請求項１～１０のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項１２】
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Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、ＯＨまたは－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcである、請求項
１～１１のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項１３】
Ｒ2またはＲ3のうちの一方は、ＯＨまたは－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcであり、Ｒ2または
Ｒ3のうちの他方は、ＱまたはＱへの共有結合を含むリンカーである、請求項１～１２の
いずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項１４】
Ｑは、求核性反応性基、求電子性反応性基または環化付加反応性基を含む、請求項１～１
３のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項１５】
Ｑは、スルフヒドリル、ジスルフィド、活性化エステル、イソチオシアネート、アジド、
アルキン、アルケン、ジエン、ジエノフィル、酸ハライド、スルホニルハライド、ホスフ
ィン、α－ハロアミド、ビオチン、アミノまたはマレイミド官能基を含む、請求項１４に
記載の水溶性化合物。
【請求項１６】
前記活性化エステルは、Ｎ－スクシンイミドエステル、イミドエステルまたはポリフルオ
ロフェニルエステルである、請求項１５に記載の水溶性化合物。
【請求項１７】
前記アルキンは、アルキルアジドまたはアシルアジドである、請求項１５に記載の水溶性
化合物。
【請求項１８】
Ｑは、以下の構造：
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のうちの１つを有する部分を含む、請求項１～１７のいずれか１項に記載の水溶性化合物
。
【請求項１９】
Ｒ2またはＲ3のうちの一方は、ＯＨまたは－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcであり、Ｒ2または
Ｒ3のうちの他方は、分析物分子への共有結合を含むリンカーまたは固体支持体への共有
結合を含むリンカーである、請求項１～１２のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項２０】
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前記分析物分子は、核酸、アミノ酸またはこれらのポリマーである、請求項１９に記載の
水溶性化合物。
【請求項２１】
前記分析物分子は、酵素、レセプター、レセプターリガンド、抗体、糖タンパク質、アプ
タマーまたはプリオンである、請求項１９～２０のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項２２】
前記固体支持体は、ポリマービーズまたは非ポリマービーズである、請求項１９に記載の
水溶性化合物。
【請求項２３】
ｍは、各存在において、独立して、３～１０の整数である、請求項１～２２のいずれか１
項に記載の水溶性化合物。
【請求項２４】
ｍは、各存在において、独立して、７～９の整数である、請求項１～２３のいずれか１項
に記載の水溶性化合物。
【請求項２５】
ｎは、１～１００の整数である、請求項１～２４のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項２６】
ｎは、１～１０の整数である、請求項１～２５のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項２７】
Ｍは、各存在において、独立して、４個もしくはこれより多くのアリールもしくはヘテロ
アリール環、またはこれらの組み合わせを含む部分である、請求項１～２６のいずれか１
項に記載の水溶性化合物。
【請求項２８】
Ｍは、蛍光性である、請求項１に記載の水溶性化合物。
【請求項２９】
Ｍは、各存在において、独立して、少なくとも４個の縮合環を含む縮合多環式アリール部
分を含む、請求項１～２８のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項３０】
Ｍは、各存在において、独立して、ジメチルアミノスチルベン、キナクリドン、フルオロ
フェニル－ジメチル－ＢＯＤＩＰＹ、ｈｉｓ－フルオロフェニル－ＢＯＤＩＰＹ、アクリ
ジン、テリレン、セキシフェニル、ポルフィリン、ベンゾピレン、（フルオロフェニル－
ジメチル－ジフルオロボラ－ジアザ－インダセン）フェニル、（ビス－フルオロフェニル
－ジフルオロボラ－ジアザ－インダセン）フェニル、クアテルフェニル、ビ－ベンゾチア
ゾール、ター－ベンゾチアゾール、ビ－ナフチル、ビ－アントラシル、スクアライン、ス
クアリリウム、９，１０－エチニルアントラセンまたはター－ナフチル部分である、請求
項１～２９のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項３１】
Ｍは、各存在において、独立して、ｐ－ターフェニル、ペリレン、アゾベンゼン、フェナ
ジン、フェナントロリン、アクリジン、チオキサントレン、クリセン、ルブレン、コロネ
ン、シアニン、ペリレンイミド、もしくはペリレンアミドまたはその誘導体である、請求
項１～３０のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項３２】
Ｍは、各存在において、独立して、クマリン染料、レゾルフィン染料、ジピロメテンボロ
ンジフルオリド染料、ルテニウムビピリジル染料、エネルギー移動染料、チアゾールオレ
ンジ染料、ポリメチンまたはＮ－アリール－１，８－ナフタルイミド染料である、請求項
１～３１のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項３３】
Ｍは、各存在において、独立して、ピレン、ペリレン、ペリレンモノイミドもしくは６－
ＦＡＭまたはその誘導体である、請求項１～３２のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項３４】
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Ｍは、各存在において、独立して、以下の構造：

のうちの１つを有する、請求項１～２６のいずれか１項に記載の水溶性化合物。
【請求項３５】
以下の構造：
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（式中、Ｆ、Ｅ及びＹは、以下の構造：

を有する）
のうちの１つを有する、化合物。
【請求項３６】
サンプルを染色するための方法であって、該方法は、該サンプルに、請求項１～３５のい
ずれか１項に記載の化合物を、該サンプルが適切な波長で照射される場合に光学的応答を
生じるために十分な量で添加する工程を包含する方法。
【請求項３７】
前記光学的応答は、蛍光応答である、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
前記サンプルは、細胞を含む、請求項３６～３７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３９】
前記細胞をフローサイトメトリーによって観察する工程をさらに包含する、請求項３８に
記載の方法。
【請求項４０】
前記蛍光応答を、検出可能に異なる光学的特性を有する第２の発蛍光団の蛍光応答から区
別する工程をさらに包含する、請求項３７に記載の方法。
【請求項４１】
分析物分子を視覚的に検出するための方法であって、該方法は、
　（ａ）Ｒ2またはＲ3は、該分析物分子への共有結合を含むリンカーである請求項１～３
５のいずれか１項に記載の化合物を提供する工程；および
　（ｂ）該化合物をその視覚的特性によって検出する工程、
を包含する方法。
【請求項４２】
分析物分子を視覚的に検出するための方法であって、該方法は、
　（ａ）Ｒ2またはＲ3は、ＱまたはＱへの共有結合を含むリンカーである請求項１に記載
の化合物と、該分析物分子とを混合する工程；
　（ｂ）該化合物および該分析物分子の結合体を形成する工程；ならびに
　（ｃ）該共役をその視覚的特性によって検出する工程、
を包含する方法。
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【請求項４３】
請求項１～３５のいずれか１項に記載の化合物および１もしくはこれより多くの分析物分
子を含む、組成物。
【請求項４４】
前記１もしくはこれより多くの分析物分子の検出のための分析方法における請求項４３に
記載の組成物の使用。
【請求項４５】
サンプル中の死細胞の存在を決定するための方法であって、該方法は、該サンプルと請求
項１～３５のいずれか１項に記載の化合物とを接触させ、それによって、該化合物と該死
細胞とを結合または会合させる工程、および該死細胞と結合または会合した該化合物から
の蛍光シグナルを観察する工程、を包含する方法。
【請求項４６】
前記死細胞と結合または会合した前記化合物を観察するために、フローサイトメトリーの
使用をさらに包含する、請求項４５に記載の方法。
【請求項４７】
Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、ＯＨまたは－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcである、請求項
４５または４６のいずれか１項に記載の方法。
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